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１．はじめに 

 土構造物の設計法は，他の構造形式と同様，安全率を用

いる許容応力度設計法から信頼性ベースの限界状態設計

法に移行している．設計と構造物の実際の挙動との関係を

定量化し，限界状態設計法に適した設計モデルの構築と合

理的な荷重・抵抗係数の算定が課題になっている．本文で

は，多数アンカー補強土壁 1)を対象に，補強材の引抜き破

壊を対象に，構造物の挙動データベースから現行設計モデ

ルの不確定性を評価し，これまで用いられてきた許容安全

率から目標信頼性を定める．そして，著者らによって限界

状態設計法に適するように構築された設計モデルを対象

に荷重・抵抗係数を算定した結果を報告する． 

 

２．基本になる信頼性理論と荷重・抵抗データベース 

 荷重・抵抗の不確定性が対数正規分布で近似でき，設計

モデルの不確定性をバイアス（= 実測値／モデルによる推

定値）の平均と変動係数で表せば，破壊確率と一義的な信

頼性指標は次式で表される 2)． 
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ここで，Q, R: 荷重，抵抗に関するバイアスの平均，COVQ, COVR: 荷重，抵抗に関するバイアスの変動係数，

荷重係数，: 抵抗係数．一連の解析では，式(1)をベースにし，著者らによって整備されたデータベース（表

-1, 2）を用いて設計の目標信頼性と荷重・抵抗係数を計算した 3),4)．  

 

３．解析結果と考察と 

(1) 現行設計法で考慮されている信頼性レベル: 現行設計モデルの概要を表-3 に示す．表-1, 2 のデータベ

ースより評価されるモデルの推定精度を図-1, 2に示す．現行の設計モデルは安全側であることがわかる．式

(1)において，は安全率 Fs に等しい．ここに示したバイアス統計量を式(1)に代入すれば，Fs との関係を

計算できる．結果を図-3に示す．現行の設計の Fs=3 に対応するは 2.2 であることが明らかになった． 

(2)荷重・抵抗係数の算定: 著者らは限界状態設計法に適した設計モデルを提案している（参：表-2）3),4)．表

-1, 2 のデータベースより評価されるモデルの推定精度を図-4, 5 に示す．現行設計モデルより精度が改善さ

れていることがわかる．これらの統計量と，２.で評価した現行設計で考慮されている信頼性レベルを式(1)に

代入すると荷重係数と抵抗係数の関係を計算できる．結果を図-6に示す．著者らは超過確率 3%に相当する荷

重係数として提案している=2.252)に対応する抵抗係数は=0.88 となる結果が得られた． 
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表-1 荷重データベースの概要 

壁 高 (m) Max.: 6.0, Min.: 3.0 

盛土材 
摩擦角 (deg) Max.: 38, Min.: 11 

粘着力 (kPa) Max.: 4, Min.: 0 

 
表-2 抵抗データベースの概要 

拘束圧 (kPa) Max.: 80, Min.: 15 

盛土材 
摩擦角 (deg) Max.: 36, Min.: 11 

粘着力 (kPa) Max.: 18, Min.: 0 

 
表-3 検討に用いた設計モデル 

荷

重 
側 

現行 max a v a v hT = K 2c K S S  

修正  max a tmax c v hT = (1/ 2) K γHD S S   

抵

抗 
側 

現行
2

p c a v qR cN K (N 1) B       

修正
2

p L c a d v q BR S cN K S (N 1) S B       

Ka:主働土圧係数, v: 鉛直土圧, c: 粘着力, Sv Sh: 鉛直 or 水平方向敷設

間隔, Nc Nq: 支持力係数, B: アンカープレートの幅, : キャリブレー

ション係数, : 単位体積重量, H: 壁高, Dtmax: 補強材力の分布関数, c: 
粘着力に関する補正係数, SL Sd SB: 長さ 敷設深さ, B に関する補正係

数  
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図-1 現行設計モデルの推定精度（荷重） 
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図-2 現行設計モデルの推定精度（抵抗） 
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図-3 モデル不確定性を考慮した安全率と信頼性指標の関係

 

Tmax (predicted) (kN)

0.1 1 10 100

T
m

a
x 

(m
e

as
ur

ed
) 

(k
N

/m
)

0.1

1

10

100

Q = 1.00

COVQ = 0.49

 
 

図-4 修正設計モデルの推定精度（荷重） 
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図-5 修正設計モデルの推定精度（抵抗） 
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図-6 モデル不確定性と現行設計を考慮した荷重抵抗係数 
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